
平成２４事業年度財務諸表等の公表について 

平成２５年１０月１０日 

国立大学法人一橋大学 

１．はじめに 

 平成２４事業年度の財務諸表等については、９月２４日付けで文部科学大臣より承認

されました。 

 この財務諸表は、企業会計原則に基づきつつ、国立大学法人固有の会計処理を加味し

た、国立大学法人会計基準及びその実務指針等に従って作成しています。 

２．財務諸表の概要について 

（財政状況） 

① 資産

資産総額は 176,168 百万円で、前年度比 756 百万円の減少となっています。これは、

一橋講堂の取得や経済研究所及び相模湖合宿所の改修等により資産額が 334 百万円増加

しましたが、減価償却により 793 百万円減少したことや、一橋講堂や債券を購入したこ

となどにより現金及び預金が 557百万円減少したことが主な要因です。 

② 負債

負債総額は 21,892百万円で、前年度比 485百万円の減少となっています。これは、減

価償却に伴う取り崩し等により資産見返負債が 275 百万円減少したことや、翌事業年度

に支出予定の退職手当に係る未払金が減少したことなどにより、411百万円減少したこと

が主な要因です。 

③ 純資産

純資産総額は 154,276百万円で、前年度比 271百万円の減少となっています。これは、

政府出資の固定資産に係る減価償却費が増加したことに伴い損益外減価償却累計額が

1,117百万円減少したことが主な要因です。 



（運営状況） 

④ 費用 

  費用総額は 10,587 百万円で、前年度比 38 百万円の増加となっています。これは、給

与改定臨時特例法に基づく給与削減の影響及び退職手当の減少等により人件費が 461 百

万円減少しましたが、授業料減免相当額を奨学費に計上した影響及び光熱費（主として

契約単価の増改定による）の増加等により教育経費が 129 百万円増加したことや、一橋

講堂に係る経費を新規に計上したことなどにより一般管理費が 134 百万円増加したこと

などが主な要因です。 

 

⑤ 収益 

  収益総額は 10,698百万円で、前年度比 116百万円の増加となっています。これは、授

業料を財源とする固定資産購入額が減少したことにより授業料収益が 22百万円増加した

ことや、補助金を財源とする費用計上額が増加したことにより補助金等収益が 90百万円

増加したことが主な要因です。 

 

⑥ 当期総利益 

  随意契約の見直しや、複数年契約の拡充のほか、一橋講堂利用料収入の増加等により、

120百万円の当期総利益となっています。 

 

３．おわりに 

 

 国立大学法人は運営の基盤となる運営費交付金の交付を受けておりますが、毎年課さ

れている減額措置（△１％）の影響等により、厳しい財政状況に置かれております。 

このような状況の中で、適正な法人運営を実現するために、業務運営の合理化・効率

化等をより一層推進させ、業務改善に努めて参ります。 
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